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６
月
５
日
に
、第
２
回
臨
時
会（
会

期
１
日
）
を
開
会
し
ま
し
た
。

　

今
臨
時
会
で
は
、
工
藤
て
つ
や
議

長
、
長
井
ま
さ
の
り
副
議
長
の
辞
職

に
伴
い
、
議
長
・
副
議
長
選
挙
が
行

わ
れ
、
議
長
に
た
だ
太
郎
議
員
、
副

議
長
に
岡
安
た
か
し
議
員
が
そ
れ
ぞ

れ
当
選
、
就
任
し
ま
し
た
。

　

任
期
満
了
に
伴
う
常
任
委
員
会
委

員
及
び
議
会
運
営
委
員
会
委
員
の
選

任
の
ほ
か
、
特
別
委
員
会
委
員
の
辞

任
に
伴
う
新
た
な
委
員
の
選
任
を
、

議
長
の
指
名
に
よ
り
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
各
委
員
会
で
委
員
長
、

副
委
員
長
の
互
選
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

長
沢
興
祐
議
員
、
い
い
く
ら
昭
二

議
員
の
監
査
委
員
退
職
に
伴
い
、
後

任
監
査
委
員
と
し
て
、
く
じ
ら
い
実

議
員
、
さ
の
智
恵
子
議
員
の
選
任
の

同
意
が
区
長
よ
り
求
め
ら
れ
、
議
会

は
こ
れ
に
同
意
し
ま
し
た
。

◇
足
立
区
営
住
宅
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

　
　

配
偶
者
か
ら
の
暴
力
の
防
止
及

び
被
害
者
の
保
護
等
に
関
す
る
法

律
の
改
正
に
伴
い
、
規
定
を
整
備

す
る
も
の

◇
専
決
処
分
し
た
事
件
の
報
告
及
び

承
認
に
つ
い
て
（
条
例
改
正
）

　
　

足
立
区
特
別
区
税
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
も
の

◇
議
決
を
得
た
契
約
の
変
更
に
つ
い
て

　
　

北
綾
瀬
駅
前
交
通
広
場
及
び
ペ

デ
ス
ト
リ
ア
ン
デ
ッ
キ
整
備
工
事

請
負
契
約　
　
　
　
　

ほ
か
１
件

　たとえば、お祭り・運動会・親睦旅行会・会合等の行事や、入学式・卒業式
の行事に対し、寄附・お祝い・差し入れ等をすることが禁じられています。
　また、個人に対して、お祝い金（入学・卒業等）・贈り物（お歳暮・お中元
等）をすることも禁じられています。
　なお、例外的に罰せられない行為として、議員本人が持参する結婚祝い・香
典があります。
　区民の皆さまのご協力をよろしくお願い申し上げます。

　議員（候補者等を含む）からの寄附は、公職選挙法により、
議員資格剥奪の罰則をもって禁止されています。

　足立区議会は、区民の皆さまに開かれた議会の実現を目指し、
近年様々な議会改革を進めてきました。その結果、早稲田大学マ
ニフェスト研究所が発表した「議会改革度調査2023」ランキン
グにおいて、当議会は東京23区中２位、全国1,562議会中58位
という結果となりました。
　足立区議会はこの結果に満足することなく、
更なる議会改革を進めてまいります。

議会改革度調査　
　　　総合ランキング

詳しい内容
はコチラ

23区2位!
全国58位!

2023年

23区4位
全国163位

2022年

23区5位
全国333位

2021年

開かれた
議会の実現を!

「議会改革度調査」で

足立区議会が
大幅ランクアップ！

常
任
委
員
会
・
議
会
運
営
委
員
会
・

特
別
委
員
会
の
委
員
構
成
決
ま
る

　

区
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
平
素
よ

り
区
政
並
び
に
区
議
会
に
対
し
、

格
別
の
ご
理
解
・
ご
支
援
を
賜
り
、

厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
た
ち
は
令
和
６
年
第
２
回
臨

時
会
に
お
い
て
、
議
長
、
副
議
長

に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。
大
変
光

栄
で
あ
る
と
同
時
に
、
そ
の
責
務

の
重
さ
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い

で
あ
り
ま
す
。

　

区
は
、
本
年
度
予
算
を
「
命
と

暮
ら
し
を
守
り
ぬ
く
。
安
心
と
活

力
の
あ
だ
ち
」
と
銘
打
ち
、
自
然

災
害
や
物
価
高
騰
等
の
区
民
生
活

を
脅
か
す
不
安
を
取
り
除
き
、
区

全
体
が
活
力
あ
る
ま
ち
に
な
る
た

め
の
も
の
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

特
に
、
能
登
半
島
地
震
は
改
め

て
災
害
へ
の
危
機
感
を
高
め
る
こ

と
に
な
り
、
い
ざ
と
い
う
時
に
区

民
生
活
を
守
り
支
え
ら
れ
る
よ
う
、

必
要
な
災
害
対
策
経
費
は
早
急
に

予
算
化
す
る
と
し
て
い
ま
す
。

　

区
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、

区
民
の
皆
さ
ま
が
安
心
・
安
全
に

暮
ら
せ
る
足
立
区
の
実
現
の
た
め

に
、
こ
れ
ら
の
諸
課
題
に
全
力
を

挙
げ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
区
民
の
皆
さ
ま
の

ご
協
力
を
心
か
ら
お
願
い
申
し
上

げ
、
就
任
の
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

新
し
い
議
会
構
成
決
ま
る

議
長
・
副
議
長
決
ま
る

議
会
選
出
監
査
委
員
選
任
に
同
意

就
任
の
あ
い
さ
つ

た だ　太 郎

岡 安　たかし

可
決
し
た
区
長
提
出
議
案

委　員　会　名 委 員 氏 名　（◎：委員長　○：副委員長）

常
　
　
任
　
　
委
　
　
員
　
　
会

特
　
別
　
委
　
員
　
会

（定数１１名）

（定数１２名）

（定数１１名）

総合交通対策
調査特別委員会

議会運営委員会

総務委員会

区民委員会

産業環境委員会

厚生委員会

建設委員会

文教委員会

子ども・子育て支援対策
調査特別委員会

災害・オウム対策
調査特別委員会

エリアデザイン
調査特別委員会

◎吉　岡　　　茂　○ぬかが　和　子　○水　野　あゆみ
　鹿　浜　　　昭　　長井　まさのり　　土　屋　のりこ
　中島こういちろう　　富田けんたろう

◎大　竹　さよこ　○かねだ　　　正　○西の原　ゆ　ま
　小　泉　ひろし　　岡　安　たかし　　渡辺　ひであき
　長谷川　たかこ　　佐　藤　あ　い  

◎佐々木まさひこ　○山　中　ちえ子　○太田　せいいち
　髙　橋　まゆみ　　た　だ　太　郎　　へんみ　圭　二
　長　沢　興　祐    

◎白　石　正　輝　○いいくら　昭二　○しぶや　竜　一
　吉　田　こうじ　　はたの　昭　彦　　おぐら　修　平
　加地　まさなお    

◎たがた　直　昭　○工　藤　てつや　○川　村　みこと
　くぼた　美　幸　　野　沢　てつや　　小　林　ともよ
　杉　本　ゆ　う    

◎伊藤　のぶゆき　○横　田　ゆ　う　○石毛　かずあき
　さ　の　智恵子　　市　川　おさと　　くじらい　　実
　岡　田　将　和    

◎小　林　ともよ　○渡辺　ひであき　○中島こういちろう
　佐々木まさひこ　　岡　安　たかし　　さ　の　智恵子
　山　中　ちえ子　　工　藤　てつや　　かねだ　　　正
　おぐら　修　平　　くじらい　　実  

◎小　泉　ひろし　○岡　田　将　和　　いいくら　昭二
　吉　岡　　　茂　　はたの　昭　彦　　髙　橋　まゆみ
　加地　まさなお　　水　野　あゆみ　　しぶや　竜　一　
　富田けんたろう  

◎くぼた　美　幸　○長谷川　たかこ　○長　沢　興　祐
　鹿　浜　　　昭　　横　田　ゆ　う　　石毛　かずあき
　大　竹　さよこ　　太田　せいいち　　た　だ　太　郎
　へんみ　圭　二　　西の原　ゆ　ま　　川　村　みこと

◎杉　本　ゆ　う　○吉　田　こうじ　○野　沢　てつや
　白　石　正　輝　　長井　まさのり　　ぬかが　和　子
　たがた　直　昭　　市　川　おさと　　伊藤　のぶゆき
　土　屋　のりこ　　佐　藤　あ　い  

◎鹿　浜　　　昭　○長井　まさのり　○はたの　昭　彦
　佐々木まさひこ　　ぬかが　和　子　　たがた　直　昭
　かねだ　　　正　　野　沢　てつや　　土　屋　のりこ
　中島こういちろう　　しぶや　竜　一

（定数12名、欠員1名）

報
　
告

就
任

議
　
長
に
　
た
　
だ
　
太
　
郎
　議
員

副
議
長
に
　
岡
　
安
　
た
か
し
　議
員

（定数11名、欠員1名）

（定数9名、欠員1名）

（定数７名）

（定数７名）

（定数７名）

（定数７名）

（定数８名）

足立区議会委員会委員名簿(令和6年6月28日現在)

令
和
6
年
第
２
回

臨
時
会
の
あ
ら
ま
し

足立区
議会の



総

合

交

通

対

策

調

査

特

別

委

員

会

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
対
策

調

査

特

別

委

員

会

災
害
・
オ
ウ
ム
対
策

調

査

特

別

委

員

会

エ

リ

ア

デ

ザ

イ

ン

調

査

特

別

委

員

会

　

第
２
回
臨
時
会
に
お
い
て
、
総
合

交
通
対
策
調
査
特
別
委
員
会
、
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
対
策
調
査
特
別
委

員
会
、
災
害
・
オ
ウ
ム
対
策
調
査
特

別
委
員
会
及
び
エ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
調

査
特
別
委
員
会
が
中
間
報
告
書
を
提

出
し
ま
し
た
。

　

報
告
の
要
旨
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

本
特
別
委
員
会
は
、
足
立
区
総
合

交
通
計
画
及
び
交
通
安
全
計
画
並
び

に
鉄
道
網
の
強
化
等
に
つ
い
て
調
査

研
究
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

足
立
区
総
合
交
通
計
画
に
つ
い
て

　

新
た
な
交
通
計
画
で
あ
る
地
域
公

共
交
通
計
画
策
定
に
向
け
、
ビ
ッ
グ

デ
ー
タ
を
活
用
し
た
移
動
実
態
把
握

や
地
域
主
導
型
交
通
の
導
入
支
援
制

度
等
に
つ
い
て
、
他
自
治
体
の
事
例

を
踏
ま
え
て
議
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

交
通
不
便
地
域
へ
の
対
応
と
し
て

開
始
さ
れ
た
花
畑
周
辺
地
域
に
お
け

る
社
会
実
験
バ
ス
（
ブ
ン
ブ
ン
号
）

は
、
本
格
運
行
に
至
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
バ
ス
以
外
の
多
様
な
交
通
手
段

の
導
入
と
し
て
、
令
和
６
年
６
月
か

ら
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
実
証
実
験
が

開
始
さ
れ
ま
す
。
本
格
運
行
へ
向
け
、

地
域
住
民
へ
の
丁
寧
な
説
明
や
周
知

等
の
検
討
が
必
要
で
す
。

　

一
方
で
、
運
転
士
不
足
等
を
起
因

と
す
る
バ
ス
路
線
の
廃
止
や
減
便
が

深
刻
な
状
況
で
あ
り
、
持
続
可
能
な

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
は
る
か
ぜ
路
線

の
維
持
再
編
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

足
立
区
交
通
安
全
計
画
に
つ
い
て

　

交
通
安
全
教
室
実
施
に
加
え
、
交

通
安
全
教
室
活
動
経
費
の
補
助
制
度

を
令
和
５
年
４
月
よ
り
開
始
し
ま
し

た
。
今
後
は
幅
広
い
世
代
に
対
し
、

交
通
安
全
に
関
す
る
様
々
な
取
り
組

み
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

鉄
道
網
の
強
化
等
に
つ
い
て

　

区
は
、
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
運

営
企
業
に
対
し
て
、
東
京
駅
延
伸
等

に
関
す
る
需
要
予
測
等
の
早
急
な
調

査
を
行
う
よ
う
、
沿
線
都
市
７
市
首

長
懇
談
会
及
び
荒
川
区
と
連
携
し
て

要
望
書
を
提
出
し
て
い
ま
す
。
利
便

性
向
上
の
た
め
、
引
き
続
き
関
係
自

治
体
と
連
携
し
て
要
望
活
動
を
行
っ

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

本
特
別
委
員
会
は
、
誰
も
が
外
出

や
移
動
に
困
ら
な
い
、
将
来
に
渡
り

持
続
可
能
な
移
動
手
段
を
確
保
し
て

い
く
た
め
に
、
引
き
続
き
調
査
研
究

を
続
け
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

本
特
別
委
員
会
は
、
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
対
策
に
つ
い
て
調
査
研
究

を
進
め
て
き
ま
し
た
。

保
育
ニ
ー
ズ
の
把
握
に
つ
い
て

　

区
は
、
区
立
保
育
施
設
の
入
所
定

員
抑
制
等
を
打
ち
出
し
て
い
ま
す
が
、

待
機
児
童
ゼ
ロ
の
継
続
だ
け
で
な
く
、

希
望
す
る
保
育
施
設
へ
入
所
で
き
る

よ
う
な
計
画
的
な
取
り
組
み
が
必
要

で
す
。
今
後
も
予
測
困
難
な
保
育
ニ
ー

ズ
を
的
確
に
把
握
し
、
施
策
へ
反
映

す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

教
育
・
保
育
の
質
の
向
上
に
つ
い
て

　

子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
の
た
め

に
一
定
レ
ベ
ル
の
教
育
・
保
育
の
質

を
担
保
し
つ
つ
、
私
立
保
育
施
設
の

保
育
士
定
着
に
向
け
た
継
続
的
な
経

済
支
援
や
施
設
等
へ
の
適
正
な
指
導

検
査
等
の
拡
充
・
強
化
が
必
要
で
す
。

学
童
保
育
室
に
つ
い
て

　

令
和
６
年
度
学
童
保
育
室
の
入
室

申
請
件
数
が
受
入
可
能
数
を
上
回
り

ま
し
た
。
今
後
も
地
区
ご
と
の
ニ
ー

ズ
を
見
極
め
な
が
ら
、
適
切
な
施
設

の
整
備
・
運
営
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

子
ど
も
の
貧
困
対
策
に
つ
い
て

　

医
療
的
配
慮
が
必
要
な
若
年
者
に

対
し
て
社
会
的
自
立
に
つ
な
げ
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
「
あ
だ
ち
若
者
サ

ポ
ー
ト
テ
ラ
ス
（
Ｓ
Ｏ
Ｄ
Ａ
）
」
の

専
門
性
を
生
か
し
た
支
援
と
若
年
者

支
援
協
議
会
と
の
連
携
支
援
等
が
求

め
ら
れ
ま
す
。
更
に
、
ア
プ
ロ
ー
チ

別
に
子
育
て
支
援
策
の
方
向
性
を
検

討
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

妊
産
婦
支
援
に
つ
い
て

　

子
育
て
支
援
の
充
実
の
た
め
、
寄

り
添
っ
た
支
援
体
制
の
更
な
る
拡
充

が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
令
和
６
年
１

月
か
ら
宿
泊
型
産
後
ケ
ア
の
利
用
対

象
者
を
希
望
者
全
員
に
拡
大
し
ま
し

た
。
今
後
も
各
事
業
の
実
施
機
関
の

拡
大
や
対
象
者
の
拡
充
、
支
援
体
制

の
更
な
る
充
実
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

本
特
別
委
員
会
は
、
夢
や
希
望
を

信
じ
て
生
き
抜
く
人
づ
く
り
を
実
現

す
る
た
め
に
、
調
査
研
究
を
続
け
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

本
特
別
委
員
会
は
、
災
害
・
減
災

対
策
、
放
射
能
対
策
及
び
オ
ウ
ム
真

理
教
（
ア
レ
フ
）
対
策
等
に
関
す
る

調
査
研
究
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

災
害
・
減
災
対
策
に
つ
い
て

　

区
は
、
備
蓄
食
料
品
の
３
日
分
へ

の
増
備
蓄
を
進
め
て
い
ま
す
が
、
備

蓄
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
や
備
蓄
倉
庫
の

浸
水
深
等
、
必
要
に
応
じ
て
改
善
し

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
避
難
行
動
要
支
援
者
の
実

情
に
応
じ
た
個
別
避
難
計
画
の
作
成

支
援
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
今
後
も

計
画
の
実
効
性
を
高
め
て
い
く
と
と

も
に
、
分
散
避
難
の
普
及
啓
発
等
を

進
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

地
域
防
災
計
画
に
つ
い
て

　

都
が
公
表
し
た
首
都
直
下
型
地
震

等
の
新
た
な
被
害
想
定
を
受
け
、
地

域
防
災
計
画
を
修
正
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
能
登
半
島
地
震
や
防
災

会
議
に
て
挙
が
っ
た
調
査
内
容
等
も

加
え
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

地
区
防
災
計
画
に
つ
い
て

　

区
は
、
新
規
策
定
や
既
存
計
画
見

直
し
の
た
め
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
開

催
等
を
支
援
し
て
い
ま
す
が
、
災
害

か
ら
区
民
を
守
る
た
め
に
、
若
者
や

事
業
者
等
を
含
め
た
地
域
全
体
と
連

携
し
た
活
動
の
推
進
を
要
望
し
ま
す
。

放
射
能
対
策
に
つ
い
て

　

区
有
施
設
の
放
射
性
物
質
埋
設
情

報
一
元
管
理
が
進
み
、
放
射
線
量
再

測
定
等
も
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
今
後

も
区
民
の
安
全
安
心
に
向
け
た
積
極

的
な
情
報
発
信
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

オ
ウ
ム
真
理
教
（
ア
レ
フ
）
対
策
に

つ
い
て

　

国
へ
の
要
請
活
動
等
が
実
を
結
び
、

公
安
審
査
委
員
会
は
令
和
６
年
１
月

に
観
察
処
分
の
更
新
を
決
定
し
ま
し

た
。
今
後
も
区
民
・
議
会
・
区
が
一

丸
と
な
っ
て
、
毅
然
と
し
た
姿
勢
で

臨
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

本
特
別
委
員
会
は
、
災
害
対
策
、

オ
ウ
ム
真
理
教
（
ア
レ
フ
）
対
策
に

つ
い
て
更
に
議
論
を
重
ね
、
調
査
研

究
を
続
け
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

本
特
別
委
員
会
は
、
エ
リ
ア
デ
ザ

イ
ン
の
推
進
等
に
つ
い
て
調
査
研
究

を
進
め
て
き
ま
し
た
。

各
地
域
の
エ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て

　

綾
瀬
・
北
綾
瀬
エ
リ
ア
で
は
、
旧

こ
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
等
跡
地

が
東
渕
江
小
学
校
仮
設
校
舎
と
し
て

利
用
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
地
元
へ
の

丁
寧
な
説
明
と
と
も
に
、
地
域
に
喜

ば
れ
る
施
設
の
設
置
に
取
り
組
む
よ

う
要
望
し
ま
す
。
北
綾
瀬
駅
前
交
通

広
場
は
、
商
業
施
設
の
開
業
時
期
変

更
に
伴
い
、
完
成
時
期
が
令
和
７
年

夏
頃
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
は
、
綾

瀬
・
北
綾
瀬
ゾ
ー
ン
が
連
携
し
た
ま

ち
づ
く
り
の
推
進
を
要
望
し
ま
す
。

　

花
畑
エ
リ
ア
で
は
、
更
な
る
に
ぎ

わ
い
の
創
出
や
、
地
域
の
特
徴
を
踏

ま
え
た
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
、
積

極
的
な
大
学
連
携
等
を
要
望
し
ま
す
。

　

六
町
エ
リ
ア
で
は
、
複
合
商
業
施

設
等
の
開
設
に
向
け
、
地
域
住
民
に

丁
寧
な
説
明
を
行
い
、
ま
ち
の
強
み

を
生
か
し
た
エ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
を
推

進
し
て
い
く
こ
と
を
要
望
し
ま
す
。

　

江
北
エ
リ
ア
で
は
、医
療
セ
ン
タ
ー

を
核
と
し
た
大
規
模
用
地
の
効
果
的

活
用
に
よ
る
戦
略
的
な
ま
ち
づ
く
り

の
展
開
と
周
辺
環
境
整
備
を
着
実
に

進
め
て
い
く
こ
と
を
要
望
し
ま
す
。

　

西
新
井
・
梅
島
エ
リ
ア
で
は
、
西

新
井
公
園
都
市
計
画
変
更
や
梅
田
八

丁
目
複
合
施
設
の
建
設
等
に
つ
い
て
、

住
民
の
理
解
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
丁

寧
な
説
明
を
強
く
要
望
し
ま
す
。

令和６年（2024年）7月 10 日 第 323号（2）足 立 区 議 会 だ よ り

区議会だよりは、年６回の発行を予定しています。

特
別
委
員
会
の

　
　
中
間
報
告（
要
旨
）

特
別
委
員
会
の

　
　
中
間
報
告（
要
旨
）

台北駐日経済文化代表処へ
義援金をお届けしました

　

竹
の
塚
エ
リ
ア
で
は
、
関
係
機
関

と
協
議
を
密
に
し
、
駅
東
西
が
一
体

と
な
っ
た
安
心
・
安
全
な
魅
力
あ
る

ま
ち
づ
く
り
の
推
進
を
要
望
し
ま
す
。

　

千
住
エ
リ
ア
で
は
、
北
千
住
駅
東

口
周
辺
の
再
開
発
の
動
き
や
、
千
住

大
川
端
地
区
、
千
住
大
橋
駅
周
辺
等

の
大
規
模
開
発
計
画
が
あ
り
ま
す
。

今
後
、
各
地
区
に
お
け
る
課
題
を
整

理
し
た
計
画
の
策
定
を
要
望
し
ま
す
。

　

本
特
別
委
員
会
は
、
建
設
的
な
議

論
を
よ
り
一
層
重
ね
、
調
査
研
究
を

続
け
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　昭和20年３月10日の東京
大空襲および４月13日、14
日の空襲により、足立区では
千住地域を中心に約１万９千
戸が被害を受け、多くの区民
が犠牲となりました。また、
先の大戦では苛烈を極めた戦
禍の中、300万人余の方々の尊い生命が犠牲となりました。
　足立区議会では、令和３年に区民から提出された「東京大空
襲による足立区民犠牲者の足立区による慰霊を求める請願」を
全会一致で採択し、令和６年は空襲による足立区民犠牲者並び
に大戦における戦没者の方々のご冥福を祈ると共に平和の大切
さを再認識していただくため、「足立区戦没者・東京大空襲犠
牲者合同追悼式」を区との共催で実施しました。
　足立区議会は、あらゆる人々が希望に満ち、平和で心豊かに
暮らせる社会を実現するため、不断の努力を重ねていくことを
誓います。

　令和６年４月３日に台湾東部を震源とす
る地震が発生し、甚大な被害をもたらしま
した。この災害により亡くなられた方のご
冥福をお祈りするとともに、被災された皆
さまに心よりお見舞い申し上げます。
　足立区議会は５月14日に台北駐日経済文
化代表処を訪問し、議員有志からの義援金
49万円を蔡政務副代表に贈呈するとともに、
被災地の一日も早い復旧・復興を祈る気持ち
をお伝えしました。

足立区戦没者・東京大空襲犠牲者
合同追悼式を実施しました

YouTube ライブ配信はじめました

足立区議会
公式YouTubeチャンネル▶会議日程▶

　令和６年第２回臨時会より、今まで放送してきたＪ：ＣＯＭチャンネル足立（地上 111チャンネル）
に加えて、足立区議会公式ＹｏｕＴｕｂｅチャンネルにおいても本会議のライブ配信を開始しました！
　会議日程をご確認の上、ぜひご視聴ください！

本会議の

本会議、予算・決算特別委員会
　　　　　ライブ映像について▶


